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   事故を起こしてケガ 
しないように作業環境の
改善をしよう。 
 作業に適した防護服 
を着よう。 

労働安全（点検項目例） 食品安全（点検項目例） 

 動物用医薬品の
取扱いは管理獣医
師等の指示の下で 
   行おう。 

環境保全（点検項目例） 

  地域内の循環を 
考えて、草地には地域
内で発生した堆肥等を
優先的に使おう。 

どうしてGAPを導入する必要があるの？ 

産地や農家が安定した経営を続けるためには、信頼性の確保、環境への配慮、事故防止等
の対策が重要です。特に、輸出への取組、東京オリンピック・パラリンピックへの食材供給等、
海外からのお客様に対応する上でも、GAPの取組が必要となってきています。 

国内流通でも、農産物では既に一部の大手流通チェーンがGAPの取組を求めており、東京
オリンピック・パラリンピックを機に更に加速化する可能性。 

農業生産活動の持続性を確保するため、 
①食品安全・家畜衛生・環境保全・労働安全・アニマルウェルフェアに関する法令等
を遵守するための点検項目を定め、②これらの実施、記録、点検、評価を繰り返しつ
つ生産工程の管理や改善を行う取組のことです。 

畜産における農業生産工程管理（Good  Agricultural  Practice)とは 
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 日本の農業が直面する課題 ～食品安全や持続可能性への対応～ 

近年の世界における食をめぐる状況 

消費者の様々な 
価値感に基づく 

ニーズ 
消費者が安心、信頼できる食品へのニーズの高
まり   ⇒「見えない価値」を重視 

食品安全、環境保全、 
労働安全、人権保護 
 
品質 

基礎的価値 

付加的価値 

フードチェーンの 
グローバル化、複雑化 

流通過程の不透明化 

世界的な人口の
増加で食糧が不
足 

環境破壊の進行 

情報伝達手段の発
達で様々な問題の
情報伝達が迅速化 

世界・個別の問題が 
消費者に見える化 

見えない価値 見える価値 
価格 
機能 
デザイン 

奴隷制度、 
児童労働 

社会問題 

生活水準の
向上、ニー
ズの多様化 

高品質商品
へのニーズ 

消費者の不信・不安が拡大 
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 ＧＡＰ等の規格・認証の重要性 

・「見える化」ニーズが高まっている 
・規格の策定や認証の取得が国際競争上優位に 

 
⇒ 規格・認証の重要性が増大、対応しないと劣後 

○ 生産者の顔がある程度
見える関係 

○ 信頼関係のもとに取引    

○ 国内の常識が通用 

国内 
市場 

・ 消費者に届くまでの食料供給の一連の流れの複雑化 
・ 国内の農産物等の市場が海外に拡大 
・ 小売や製造のグローバル化 

○ 食料供給の一連の流れ

の複雑化で、生産者の
顔が見えない 

○ 世界各国での 
  ・文化の違い 
  ・安全管理規制の違い 

○ 常識が通用しない 

○ まがい物の横行 

 
 
 
 

国際市場 

国内 
市場 

消費者の不信・不安 

ＧＡＰ 

国内市場が縮小 
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〇環境と開発に関する世界委員会 
 （ブルントラント委員会） （1987年） 
 
〇国連環境開発会議（地球サミット） （1992年） 
     
 
 
〇持続可能な開発のための2030アジェンダ 
 （持続可能な開発目標 SDGs） （2015年） 

 
      

持続可能性に関する動き－組織委員会資料より－ 

 
・IOC オリンピック・ムーブメント（1990年） 
 「スポーツ」「文化」に加え、「環境」を第３の柱 
として宣言 

 
 
・ロンドン大会 （2012年） 
 「One Planet Living」のテーマで持続可能性に
配慮 
 
・IOC オリンピック・アジェンダ2020 （2014年） 
 「オリンピック競技大会の全ての側面に持続可
能性を導入する」ことを明記 
 
 
・リオ大会 （2016年） 
 
・東京大会 （2020年） 
 持続可能性に配慮した運営計画 
 持続可能性に配慮した調達コード 
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物品別の個別基準 

 重要な物品・サービス等やその原材料等については個別に調達基準や確認の実施方法等を 
設定。 
 ＜対象＞ 木材（策定済）、農産物、畜産物、水産物（今回策定）、 
        紙（今後検討予定）、パーム油（今後検討予定） 

「持続可能性に配慮した調達コード」の概要－組織委員会資料より－ 

 組織委員会は、持続可能性に関する取組の一つとして、「持続可能性に配慮した調達コード」を策定・運用することとしており、
2016年1月に「基本原則」を公表。 

 調達コードにおいては、持続可能性の観点から全ての物品・サービス等に共通して適用する基準や運用方法等を定めるととも
に、必要に応じて物品別の個別基準を設定。 

主な項目 内容 

共
通
事
項 

適用範囲  組織委員会が調達する全ての物品・サービス及びライセンス商品 

調達における 
持続可能性の原則 

 組織委員会は、大会に必要な物品・サービス等の調達に当たり、以下の４点を重視する。 
  ①どのように供給されているのか           ③サプライチェーンへの働きかけ 
  ②どこから採り、何を使って作られているのか   ④資源の有効活用 

持続可能性に 
関する基準 

 組織委員会が調達する物品・サービス等に関して、以下の事項をサプライヤー、ライセンシー、それ
らのサプライチェーンに求める。 
 ＜全般＞ 法令遵守           ＜労働＞ 児童労働の禁止 等 
 ＜環境＞ 省エネ、３Ｒの推進 等  ＜経済＞ 公正な取引慣行、地域経済の活性化 等 
 ＜人権＞ 差別・ハラスメントの禁止 等 

担保方法 
 調達コードの実効性を確保するための、コミットメント、サプライチェーンへの働きかけ、取組状況の
説明、モニタリング、改善措置等について規定 

通報受付窓口  調達コードの不遵守に関する通報を受け付け、対応する仕組み 
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持続可能性に配慮した畜産物の調達基準（概要）－組織委員会資料より－ 

《畜産物》 

サプライヤー（ケータリング事業者等） 

＜国産優先＞ 
（国内農業の振興とそれを通じた農村の多面的
な機能の発揮等への貢献を考慮） 

主要な原材料である畜産物が本
基準を満たすものを、可能な限り
優先的に調達 

（生鮮食品） 
加工 

＜要件を満たした上で推奨される事項＞ 

（要件①～④を満たすことを示す方法） 
ア JGAP、   

  GLOBALG.A.P.、 

  組織委員会が認める認証 

   スキーム 

イ 「ＧＡＰ取得チャレンジシス 
   テム」 に則って生産され、  
  第三者による確認 

（海外産で、上記要件の①～④の確認が困難な場合） 

組織委員会が認める持続可能性に資する取組に基づき生産され、トレーサビリティが確保されているものを優先 

＜国産を優先的に選択＞ 
（国内畜産業の振興とそれを通じた農村の多面的
な機能の発揮等への貢献を考慮） 

・有機畜産により生産された畜産物 
・障がい者が主体的に携わっ
て生産された畜産物 

・放牧畜産実践農場で生産された畜産物 

＜要件＞ 
① 食材の安全を確保するため、畜産物の生産に当たり、日本の
関係法令等に照らして適切な措置が講じられていること。 

② 環境保全に配慮した畜産物生産活動を確保するため、畜産物
の生産に当たり、日本の関係法令等に照らして適切な措置が講
じられていること。 

③ 作業者の労働安全を確保するため、畜産物の生産に当たり、
日本の関係法令等に照らして適切な措置が講じられていること。 
④ 快適性に配慮した家畜の飼養管理のため、畜産物の生産に当
たり、アニマルウェルフェアの考え方に対応した飼養管理指針
に照らして適切な措置が講じられていること。 

・農場ＨＡＣＣＰの下で生産された畜産物 

・エコフィードを用いて生産された畜産物 

（加工食品） 
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食料・農業・農村基本計画（平成27年3月） 
農林水産業の輸出力強化戦略（平成28年5月） 
日本再興戦略2016（平成28年5月） 
農林水産物輸出インフラ整備プログラム（平成28年11月） 
農業競争力強化プログラム（自民党・公明党。平成28年11月） 

 
 
 
 
 

 このような政府等の方針を踏まえ、平成28年度補正予算において
「農畜産物の国際的に通用する規格・認証の創設、国際規格化事
業」が創設されたが、農産関係、畜産関係ともにスキーム運営・開発
に係る部分は（一財）日本GAP協会が実施。 

GAPに係る政策について 

 上記の農政の基本文書で、GAP導入の推進に加え、「日本発の国際

的に通用する民間規格・認証の仕組みの構築・充実・普及を図る」（農
林水産物輸出インフラ整備プログラム）ことが明記。 

7 



JGAP認証制度とは 

＊ JGAPは食の安全や環境保全に取り組む農場に与えられる 
認証であり、唯一、日本発の国際レベルのGAP認証制度。 

＊一般財団法人日本GAP協会が認証制度を開発・運営。 

 JGAPは、農林水産省が推奨する農業生産工程管理手法の一つ。
日本の標準的なGAPとして高い評価を得ており、様々な農産物ビジ
ネスの共通の土台として活用。 

 対象とする農産物は青果物、穀物、茶であり、新たに畜産物にも取
り組む。 

 生産から出荷まで、多数のチェックポイントについて専門の審査・認
証機関が審査を行う（第三者認証）ため、客観的で高い信頼。 

 認証は2年更新であり、中間で維持審査も実施するため、農業生産
の実情を反映した審査が可能。 

8 



JGAP家畜・畜産物の目的 

＜目的＞  ①食品安全 ②家畜衛生 ③環境保全 ④労働安全 
⑤人権の尊重 ⑥アニマルウェルフェアへの配慮 

 基準書では、家畜・畜産物の生産工程全体を経営の基本、経
営資源の管理、生産資材等の管理の３つに分類し、上記目的
に関わる重要な管理点を列挙。これらの管理点は、多様な生
産者に共通する基本的な基準をまとめたものであり、それぞ
れの特徴あるやり方や工夫を阻害しないよう作成。 

  また、JGAPが農場に導入されることにより、国際的にも高く

評価される農場管理のレベルが実現し、同時に畜産物の卸・
小売り業者、消費者への生産履歴情報の提供、信頼関係の
強化に貢献。 

多岐にわたる畜産経営をめぐる課題に適切に対応するための総
合的なツールが「JGAP家畜・畜産物」。 
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日本国内 
 

JGAP審査認証機関（２社）   
JGAP審査員と契約し派遣 

JGAP認証農場 
  

 
JGAP研修機関（審査員・指導員） 

JGAP指導員の養成 
JGAP審査員の養成 

 

日本GAP協会 
（会員307社） 

教育・養成 

認定 

基準 

各種情報 

指導 

審査・認証 

JGAP指導・普及の体制と仕組み 

－基準書開発・改定に加え、指導と審査の体制を着実に整備－ 
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団体事務局 

生産者Ａ 生産者Ｂ 生産者Ｃ ・・・ 

複数の生産者が集まってグ
ループを構成し、認証取得
を目指す取組です。 

＜団体認証の効果＞ 
○ 個別認証で求められる取組の一部が団体の取組
として共通化され、個々の生産者の皆さんの負担
が軽減されます。 

○ グループが大きくなるほど、個々の生産者の皆
さんの費用負担は軽減します。 

   
 
 
 

11 



食肉標準物流バーコードの改訂     

①補助バーコードの「（7002）名称：枝肉番号」JAS区分の名称変
更し、区分コードを追加する。 

②名称変更：生産情報公表食肉JAS認証、GAP認証等食肉であ
ることを示す「認証区分」とする。 

③区分コードの追加：４．５．６を追加する。 

０：一般（認証なし）                             
１：生産情報公表JAS認証                       

４：ＧＡＰ取得チャレンジシステム確認済農場                 
５：ＧＡＰ認証                               
６：生産情報公表JAS認証＋GAP認証 

××× ○○○○  ▲    □  ●●  △△  ■ 計１４桁  
工場番号  枝肉番号  左右区分 畜種  品種   原産地  認証区分                                                                                                         

                                 出典：平成29年5月食肉流通標準化システム協議会第一回全体会資料抜粋 
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JGAPの認証に関する表示（JGAPマーク） 

JGAP認証農場マーク 

JGAP認証農場・団体、あるいは
JGAP認証農畜産物であること
を示すマーク 
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JGAP農畜産物使用マーク 

JGAP認証農畜産物を原料とし

て使用し、加工・製造した商品
であることを示すマーク 



国産畜産物の輸出環境整備事業（新規） 

国産畜産物に対する評価の向上による輸出機会の拡大 

〇 我が国畜産物の輸出拡大に向けて、生産構造を改革し、日本版畜産ＧＡＰの策定、国際
的に通用する水準の認証の取得に向けた取組等を支援する。 

１ 日本版畜産ＧＡＰ策定の支援 

 畜産物に関するＧＡＰ策定を進めるた
め、検討委員会の開催、国内外の調査、
情報収集や基準書作成などの取組を支援。 

 

２ 日本版畜産ＧＡＰ認証等の取得支援 

 畜産物生産者による日本版畜産ＧＡＰ
やグローバルＧＡＰ等の取得を容易にす
るため、研修会を開催し、認証の取得を
目指す生産者の取組を支援。 

３ 認証農場生産の畜産物流通対策 

 ＧＡＰ等取得生産者の畜産物が区分さ
れる流通環境を整えるため、検討会の開
催や分別生産流通管理などの取組を支援。 

 

４ エコフィード認証の取得支援 

 今後のインバウンド消費も見据えた、
畜産物生産者によるエコフィード認証の
取得を容易にするため、検討会や講習会
を開催し、認証の取得を目指す生産者の
取組を支援。 
 

平成28年度補正予算  100百万円 

【補助率】定額、【事業実施主体】民間団体等 
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GAPチャレンジシステムの概要 

JGAP家畜・畜産物や
GLOBAL G.A.P.にいき
なり取り組むのは、生産
者にとってハードルが 
高い 

GAP認証取得に対する生産者の受け止め 

  

GAP認証に取組む前
に、農場内で記録や
PDCA(Plan, Do, 
Check,Act)サイクル
の定着を図りたい 

 GAP取得チャレンジシステム 
・GAP取得につながる取組・項目をリスト形式で提示 
・食品安全、環境保全、労働安全、動物福祉をカバー 
・自己点検内容を第三者が確認し、農場名をWebで公開 

アニマルウェルフェア
に配慮した飼養方法な
どについて、現状の取
組が良いのかどうか教
えてほしい 

・アニマルウェルフェアを中心に、研修会やセミナーも予定 

・平成２９年８月末に運用開始予定 
15 



農業や商取引等の事情を踏まえたGAPが世界各国・地域にあり、これはその
一例。バイヤーがGAPを求める場合、その求めに対応する認証を取る。 

世界の各種GAPの例 
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17 

GLOBALG.A.P.（ヨーロッパ、ドイツFoodPLUS） 

○GLOBALG.A.P.はドイツの民間 
団体が認証するGAP。 
 
○認証農場数は16万件（うち青果物が 
15万件）畜産物は22百件（うちﾌﾞﾗｼﾞﾙの 
ﾌﾞﾛｲﾗｰ、ｲﾀﾘｱ・ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの豚で21百件、 
その他肉牛8件、乳牛5件）。 
○米国、加、英、仏、独等では０件。 
 
○EU圏内の普及率は0.1％以下とみ 
られる。 
 
○GFSI認証は、畜産物は未取得 
 
○EU向け牛肉輸出の要件になって 
いない。 

(29年2月現在。GGAPﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽより集計。) 
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農場ＨＡＣＣＰとＪＧＡＰ家畜・畜産物の認証について 

概 要 
農場ＨＡＣＣＰ ： 畜産物の安全性向上のため、生産農場にＨＡＣＣＰの考え方を取り入れ、家畜の所有者自らがハザードや

管理点を設定し、記録し、生産農場段階の危害要因をコントロールする飼養衛生管理の方法。 
 

ＪＧＡＰ家畜・畜産物 ： 日本GAP協会により開発されたGAPのスキームの一つで、農場運営、食品安全、家畜衛生、環境保全、

労働安全、人権の尊重及びアニマルウェルフェアの視点から適切な生産工程管理のあり方についてまとめら
れたもの。 

農場ＨＡＣＣＰの認証内容 
以下の点を農場が設定し、運用、検証及び改善
が出来ていることを認証 

＜農場ＨＡＣＣＰ認証基準とＪＧＡＰ家畜・畜産物の基準の概念図＞ 

環
境
保
全 

労
働
安
全 

ア
ニ
マ
ル 

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア 

人
権
の
尊
重 

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
内
容 

農
場
が
左
記
の
点
に
つ
い

て
基
準
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
を
認
証 食品安全、家畜衛生 

（家畜伝染病予防法（飼養衛生管理
基準）、食品衛生法等） 

必須管理点（ＣＣＰ）の設定 
ＨＡＣＣＰ計画の策定 

危害要因分析（ＨＡ）の実施 
一般的衛生管理プロクラム 

法
令
・規
則
等 

農
場
運
営 
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JGAP家畜・畜産物の基準書の構造（目次） 

注：赤字は、農場HACCP認証農場については、差分審査時に「該当外」となる管理点（後述） 
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認証までの手順の概要 
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基準書の管理点の例 ① （管理点のレベル等について） 

基準書は、管理点と適合基準から成り、JGAP家畜・畜産物（案）では合計110の管理点
がある。うち、100％の適合が求められる「必須」が48、95％の適合が求められる「重要」
が41、認証には影響しないが理想的な農場管理のための取組が望まれる「努力」が21
項目となっている。なお、取組例・備考は参考であり、適合性を判断する基準ではない。 
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基準書の管理点の例 ② （生産工程におけるリスク管理） 

・生産工程におけるリスク管理については、「4.1 生産工程の明確化」のみを必須として
おり、「4.2 食品安全上及び家畜衛生上の危害要因の評価」以下、対策・ルール・手順の

決定、実施、記録、検証については、飼養衛生管理基準の遵守が義務づけられている
（管理点15.1）こと等を踏まえ、努力項目となっている。 
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基準書の管理点の例 ③ （アニマルウェルフェア） 

・アニマルウェルフェアについては、「5.1 「アニマルウェルフェアの考え方に対応した飼養

管理指針」に基づいた対応」において、附属書として添付したチェックリストを活用して飼
養管理の改善に取り組むことを求めている。 
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「アニマルウェルフェアの考え方に対応した飼養管理指針」のポイント 

乳用牛、肉用牛の主な項目 

※ 農林水産省資料「アニマルウェルフェアに配慮した家畜の飼養管理」より抜粋 
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豚の主な項目 

※ 農林水産省資料「アニマルウェルフェアに配慮した家畜の飼養管理」より抜粋 

「アニマルウェルフェアの考え方に対応した飼養管理指針」のポイント 
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採卵鶏・ブロイラーの主な項目 

※ 農林水産省資料「アニマルウェルフェアに配慮した家畜の飼養管理」より抜粋 

「アニマルウェルフェアの考え方に対応した飼養管理指針」のポイント 
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基準書の管理点の例 ④ （人権・福祉と労働安全） 

・東京オリンピック・パラリンピックの持続可能性に配慮した調達コードにおいて重視され
ている人権、労働については、「12 人権・福祉と労務管理」で対応している。また、労働
安全については、「14 労働安全管理及び事故発生時の対応」で対応している。 
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基準書の管理点の例 ⑤ （飼養衛生管理基準の遵守） 

・飼養衛生に関する管理については、「15.1 飼養衛生管理基準の遵守」において、附属

書として添付した飼養衛生管理基準の全項目について不適合がないことを、年一回以
上、確認することを求めている。 
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基準書の管理点の例 ⑥ （動物用医薬品等の管理） 

・動物用医薬品等の管理については、17.1から17.6の管理点により、適切な管理を行う
ことを求めている。 
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